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【結 果 の 概 要】 
 

第１章 住宅の概況 

 

１１  総総住住宅宅数数  
 

■総住宅数は５４６，８００戸と２．４％の増加■ 

 

   平成３０年１０月１日現在における宮崎県の総住宅数は５４６，８００戸と、

平成２５年と比べ、１２，９００戸の増加となっている。 

総住宅数の推移をみると、これまで一貫して増加が続いており、昭和６３年か

ら平成３０年までの３０年間で１３４，６００戸（３２．７％）増加している。

一方で、増加率は縮小傾向にあり、平成３０年は平成２５年と比べ、２．４％の

増加となっている。 

   また、総住宅数の内訳を居住世帯の有無別にみると、「居住世帯のある住宅」は

４６０，９００戸（８４．３％）、空き家、建築中の住宅などの「居住世帯のない

住宅」は８５，９００戸（１５．７％）となっている。 
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２２  空空きき家家  

  
■空き家率は１５．３％と過去最高■   

 

  「居住世帯のない住宅」のうち、空き家は８３，９００戸と、平成２５年と比べ、

９，７００戸（１３．１％）の増加となっている。 

総住宅数に占める空き家の割合（空き家率）は１５．３％（全国平均１３．６％）

と平成２５年から１．４ポイント上昇し、過去最高となっている。 

 空き家数の推移をみると、これまで一貫して増加が続いており、昭和６３年から

平成３０年までの３０年間にかけて４９，６００戸（１４４．６％）の増加となっ

ている。 

また、別荘などの「二次的住宅」を除いた空き家数及び空き家率は、それぞれ、

８２，４００戸、１５．１％（全国平均１２．９％）となっている。 
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■「その他の住宅」の割合が上昇■ 

 

   空き家の内訳を種類別にみると、「賃貸用の住宅」が３０，７００戸（３６．６％）、

「売却用の住宅」が２，０００戸（２．４％）、「二次的住宅」が１，５００戸

（１．８％）、「その他の住宅」が４９，８００戸（５９．４％）となっている。 

   平成２５年と比べると、「賃貸用の住宅」が３，２００戸（１１．６％）の増加、

「売却用の住宅」が５００戸（３３．３％）の増加、「二次的住宅」が２００戸

（１１．８％）の減少、「その他の住宅」が６，２００戸（１４．２％）の増加と

なっている。 

   また、空き家の種類別割合の推移をみると、「賃貸用の住宅」の割合は平成２０

年以降、減少を続ける一方で、「その他の住宅」の割合は平成１５年以降、増加を

続けている。 

 
※昭和６３年から平成１０年までは、賃貸用に売却用を含む。 

注）空き家の「その他の住宅」とは、「賃貸用の住宅」「売却用の住宅」「二次的住宅」以外の 

住宅で、例えば、転勤・入院などのため居住世帯が長期にわたって不在の住宅や建て替えなどの 

ために取り壊すことになっている住宅のほか、空き家区分の判断が困難な住宅などを含む。 
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■一戸建の空き家数が漸増■ 

 

   空き家の内訳を建て方別にみると、一戸建が５０，８００戸（６０．５％）、長

屋建が４，１００戸（４．９％）、共同住宅が２８，６００戸（３４．１％）とな

っている。 

   空き家の建て方別の住宅数の推移をみると、一戸建の空き家数は共同住宅及び長

屋建に比べ高い増加率で推移しており、平成１０年から平成３０年までの２０年間

で、２４，９００戸（９６．１％）の増加となっている。 
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第２章 住宅の状況 

  

１１  住住宅宅のの建建てて方方  

  
■共同住宅の住宅数は３０年間で２倍以上■ 

 

  居住世帯のある住宅は４６０，９００戸となっており、この内訳を建て方別にみ

ると、一戸建が３１３，３００戸（６８．０％ 全国平均５３．６％）、長屋建が

１３，０００戸（２．８％ 全国平均２．６％）、共同住宅が１３１，７００戸

（２８．６％ 全国平均４３．５％）となっている。 

平成２５年と比べると、一戸建が１６，３００戸（４．９％）の減少、長屋建が

５，２００戸（６６．７％）の増加、共同住宅が１２，０００戸（１０．０％）の

増加となっている。 

 共同住宅の住宅数の推移をみると、これまで一貫して増加が続いており、昭和

６３年から平成３０年までの３０年間で２倍以上増加している。 
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  ■６階建以上の共同住宅は２２．９％■ 

 

   共同住宅の内訳を階数（建物全体の階数）別にみると、「１・２階建」の住宅

数は３７，９００戸（２８．８％）、「３～５階建」は６３，６００戸 

（４８．３％）、「６階建以上」は３０，１００戸（２２．９％）となっている。 

 平成２５年と比べると、「１・２階建」は１，９００戸（５．３％）、

「３～５階建」は２，７００戸（４．４％）、「６階建以上」は７，３００戸

（３２．０％）の増加となっている。 
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２２  住住宅宅のの構構造造  

  
■進む住宅の非木造化■ 

    

住宅の構造を建て方別にみると、一戸建は木造（防火木造を含む。）が 

３００，３００戸（９５．９％）となっており、一戸建全体の９割以上を占めて

いる。長屋建は木造が７，０００戸（５３．８％）となっており、長屋建全体の

半数以上を占めている。これに対し、共同住宅は非木造が１２１，９００戸

（９２．６％）となっており、共同住宅の９割以上を占め、建て方により構造が

大きく異なっている。 

 また、居住世帯のある住宅の構造別割合の推移をみると、木造の割合は、

昭和３８年には９６．９％と９割以上を占めていたものの、その後は徐々に減少

し、平成３０年では６９．０％（全国平均５６．９％）となっている。一方、非

木造の割合は、昭和３８年の３．０％から増加傾向にあり、平成３０年は

３１．０％（全国平均４３．１％）と３割以上を占めるようになった。 

 

 


